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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵を含む鍵盤と、
　前記第１波長を含む光と前記第２波長を含む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光
源部と、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する制御部
と、
　を備え、
　前記鍵は、内部かつ前記第１発光部材又は前記第２発光部材の外側に、外部からの紫外
線を遮断する紫外線遮断部材を備える、
　電子楽器。
【請求項２】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵を含む鍵盤と、
　前記第１波長を含む光と前記第２波長を含む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光
源部と、
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　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する制御部
と、
　を備え、
　前記第１発光部材が前記第１波長の光を受けて前記第１光を発する第１変換効率が、前
記第２発光部材が前記第２波長の光を受けて前記第２光を発する第２変換効率より高い場
合に、前記第１発光部材が前記第２発光部材の下側に配置され、
　前記第２変換効率が前記第１変換効率より高い場合に、前記第２発光部材が前記第１発
光部材の下側に配置される、電子楽器。
【請求項３】
　前記光源部は、前記第１波長を含み且つ前記第２波長を含まない光と、前記第２波長を
含み且つ前記第１波長を含まない光と、を前記鍵に対してそれぞれ照射し、
　前記制御部は、
　設定された楽音発音モードにしたがって、押鍵操作に応じた楽音の発音指示を受け付け
る発音指示受付処理と、
　前記鍵に対して、第１記号表示モードが設定されている場合に前記第１記号を表示させ
、第２記号表示モードが設定されている場合に前記第２記号を表示させるように、前記光
源部が照射する光の波長を制御する表示処理と、
　を実行する、請求項１又は２に記載の電子楽器。
【請求項４】
　前記第１発光部材と前記第２発光部材はそれぞれ重ねて配置され、
　前記制御部は、前記第１波長を含み且つ前記第２波長を含まない光を照射することによ
り、前記鍵に前記第１記号のパターンを表示させ、前記第２波長を含み且つ前記第１波長
を含まない光を照射することにより、前記鍵に前記第２記号のパターンを表示させるよう
に、前記光源部が照射する光の波長を制御する請求項３に記載の電子楽器。
【請求項５】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵であって、内部かつ前記第１発光部材又は前記第２発光部材の外側に、
外部からの紫外線を遮断する紫外線遮断部材を備える鍵、を含む鍵盤と、前記第１波長を
含む光と前記第２波長を含む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光源部と、を備える
電子楽器の制御部に、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する処理を
実行させる方法。
【請求項６】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵であって、内部かつ前記第１発光部材又は前記第２発光部材の外側に、
外部からの紫外線を遮断する紫外線遮断部材を備える鍵、を含む鍵盤と、前記第１波長を
含む光と前記第２波長を含む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光源部と、を備える
電子楽器の制御部に、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する処理を
実行させるプログラム。
【請求項７】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵を含む鍵盤であって、前記第１発光部材が前記第１波長の光を受けて前
記第１光を発する第１変換効率が、前記第２発光部材が前記第２波長の光を受けて前記第
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２光を発する第２変換効率より高い場合に、前記第１発光部材が前記第２発光部材の下側
に配置され、前記第２変換効率が前記第１変換効率より高い場合に、前記第２発光部材が
前記第１発光部材の下側に配置される鍵盤と、前記第１波長を含む光と前記第２波長を含
む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光源部と、を備える電子楽器の制御部に、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する処理を
実行させる方法。
【請求項８】
　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵を含む鍵盤であって、前記第１発光部材が前記第１波長の光を受けて前
記第１光を発する第１変換効率が、前記第２発光部材が前記第２波長の光を受けて前記第
２光を発する第２変換効率より高い場合に、前記第１発光部材が前記第２発光部材の下側
に配置され、前記第２変換効率が前記第１変換効率より高い場合に、前記第２発光部材が
前記第１発光部材の下側に配置される鍵盤と、前記第１波長を含む光と前記第２波長を含
む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光源部と、を備える電子楽器の制御部に、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する処理を
実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子楽器、方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、白鍵の先端部に対応する部分と黒鍵の先端部に対応する部分に光源ケ
ースを設け、光源ケースの上面に白鍵の先端部直下と黒鍵の先端部直下にそれぞれ位置す
るマスク部を形成し、マスク部の上面に直上の白鍵又は黒鍵に対応する数字譜をかたどっ
た文字パターンスリットを形成し、光源ケースの内部に各マスク部に対応するＬＥＤを配
設し、演奏データの音符データに基づいて押鍵すべき鍵に対応するＬＥＤを点灯し、ＬＥ
Ｄの放射光のうち文字パターンスリットを透過した光で白鍵及び黒鍵の上面先端部に数字
譜のシルエット像を形成する電子鍵盤楽器が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－８５１６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　鍵盤に文字や記号を表示することで、鍵がどの音に対応しているものかを示す等、ユー
ザに情報を提示することができる。しかし、特許文献１に記載の電子鍵盤楽器では、一つ
の箇所にスリットに対応した一つの記号を表示することしかできず、複数の言語の表示を
切り替えたり、音名を変更したりすることができないという課題がある。
【０００５】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであって、鍵盤における一つの鍵に、設定さ
れたモードによって異なる記号を表示させることを可能にする電子楽器、方法及びプログ
ラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の電子楽器は、
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　第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が第１記号のパターンで、第２波
長の光を吸収して第２光を発する第２発光部材が第２記号のパターンで、内側にそれぞれ
配置されている鍵を含む鍵盤と、
　前記第１波長を含む光と前記第２波長を含む光とを前記鍵に対してそれぞれ照射する光
源部と、
　前記第１波長の光と前記第２波長の光のいずれかをモードに応じて選択し、選択した波
長の光を前記鍵に対して照射するように前記光源部が照射する光の波長を制御する制御部
と、
　を備え、
　前記鍵は、内部かつ前記第１発光部材又は前記第２発光部材の外側に、外部からの紫外
線を遮断する紫外線遮断部材を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、鍵盤における一つの鍵に、設定されたモードによって異なる記号を表
示させることが可能な電子楽器、方法及びプログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る電子楽器の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る電子楽器の上面図である。
【図３】実施の形態１の鍵盤部の断面図である。
【図４】実施の形態１の（ａ）第１発光部材及び（ｂ）第２発光部材を含む白鍵の上面図
である。
【図５】実施の形態１に係る電子楽器の上面図である。
【図６】実施の形態１の白鍵の上面図である。
【図７】実施の形態２の（ａ）第１記号、（ｂ）第２記号、及び（ｃ）第３記号が表示さ
れた鍵盤部の上面図である。
【図８】実施の形態３の白鍵の断面図である。
【図９】実施の形態４の白鍵の斜視図である。
【図１０】実施の形態５の鍵盤部の断面図である。
【図１１】実施の形態５に電子楽器の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（実施の形態１）
　実施の形態１に係る電子楽器１について、図面を参照して説明する。なお、図中同一又
は相当する部分には同一符号を付す。
【００１０】
　図１は実施の形態１に係る電子楽器１の構成を示すブロック図であり、図２は電子楽器
１の上面図である。電子楽器１は、ユーザに鍵盤を押鍵されることで楽音を発音する電子
鍵盤楽器である。このような電子鍵盤楽器は、電子ピアノ、電子オルガン、キーボードと
もいう。図１に示すように、電子楽器１は、筐体２と、鍵盤部３と、入力部４と、発音部
５と、制御部６と、を備える。
【００１１】
　筐体２は、鍵盤部３と、入力部４と、発音部５と、制御部６とを収容する筐体である。
図２に示すように、鍵盤部３と、入力部４とは筐体２から露出している。発音部５と制御
部６とは筐体２の内部に収容されている。筐体２は樹脂から形成されるが、これに限られ
るものではない。図示は省略するが、ユーザに情報を提示する表示部が配置されており、
筐体２の内部には、発音部５及び制御部６を搭載する基板が配置されている。
【００１２】
　鍵盤部３は、楽音とそれぞれ対応する複数の鍵を含み、ユーザによって押鍵されること
により発音される楽音の指示を受け付ける。鍵盤部３は、鍵盤台３１と、鍵盤台３１に取
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り付けられた複数の鍵３２と、鍵盤台３１に取り付けられた光源部３３と、を含む。鍵盤
部３は、鍵３２が押鍵されると、押鍵された鍵３２に対応する押鍵信号を制御部６に送信
する。
【００１３】
　入力部４は、ユーザに操作されることによってユーザからの入力を受け付けるインタフ
ェースである。入力部４は、受け付けた入力に対応する信号を制御部６に送信する。入力
部４は、音量調節スイッチ、音色選択ボタン、発音モード選択ボタン、記号表示モード選
択ボタンを含む複数のボタン及びスイッチを備える。入力部４は、受け付けた入力に対応
する入力信号を制御部６に送信する。
【００１４】
　発音部５は、制御部６の制御に従って楽音を出力する発音装置である。発音部５はＤ／
Ａ（Digital to Analog）変換回路と、アンプと、スピーカとを含む。Ｄ／Ａ変換回路は
、制御部６から受信したデジタル楽音信号をアナログ楽音信号に変換する。アンプは、ア
ナログ楽音信号の振幅を制御部６の制御に従って増幅する。スピーカは、アンプによって
増幅されたアナログ楽音信号を楽音に変換して出力する。
【００１５】
　制御部６は、電子楽器１を制御する処理装置である。制御部６は、鍵盤部３から鍵３２
が押鍵されたことを示す押鍵信号を受信し、受信した押鍵信号を楽音の発音指示として受
け付ける発音指示受付処理を実行する。制御部６は、押鍵された鍵３２に対応する楽音の
デジタル楽音信号を発音部５に送信する発音指示送信処理を実行する。制御部６は、入力
部４から入力信号を受信すると、入力信号に対応する音量調節、音色選択、発音モード又
は表示モードの制御信号を鍵盤部３又は発音部５に送信する設定処理を実行する。制御部
６はＣＰＵ（Central Processing Unit）を含み得るが、これに限られるものではない。
【００１６】
　鍵盤部３の構成について、図を参照して具体的に説明する。
【００１７】
　鍵盤台３１は、複数の鍵３２と光源部３３とを支持する台である。鍵盤台３１は、筐体
２と一体に形成されていても良い。
【００１８】
　鍵３２は、楽音と対応付けられた入力装置である。図２に示すように、鍵３２は、白鍵
３２ａと黒鍵３２ｂとを含む。白鍵３２ａと黒鍵３２ｂとは鍵盤台３１に取り付けられる
位置、高さ、大きさ、数、色が異なるものの個々の構成は同様であるため、以下では一つ
の白鍵３２ａを例として説明する。
【００１９】
　図３は、鍵盤部３の断面図である。図３に示すように、白鍵３２ａは鍵盤台３１に支持
される。白鍵３２ａは、白鍵本体部３２１と、表示部３２２と、第１発光部材３２３ａと
、第２発光部材３２３ｂと、を含む。
【００２０】
　白鍵本体部３２１は、一端を鍵盤台３１に支持され、他端をユーザに押鍵されて上下に
移動可能に構成される。白鍵本体部３２１は、光を透過する樹脂で構成されるが、これに
限られるものではない。
【００２１】
　表示部３２２は、白鍵本体部３２１の表面の、文字又は記号を表示する部分である。白
鍵本体部３２１の表示部３２２のある面と反対側の面である裏面に、第１発光部材３２３
ａと第２発光部材３２３ｂとが塗布される。
【００２２】
　第１発光部材３２３ａは、白鍵本体部３２１の裏面に塗布される、電磁波を吸収して発
光する塗料である。第１発光部材３２３ａは紫外線を吸収して第１光である青色光を放出
する。第１発光部材３２３ａは蛍光塗料、蓄光塗料を含むが、これに限られるものではな
い。図４（ａ）及び（ｂ）は、白鍵３２ａの上面図である。図４（ａ）に示すように、あ
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る一つの白鍵３２ａの第１発光部材３２３ａは、第１記号であるカタカナの「ド」の文字
のパターンを形成するように塗布されている。
【００２３】
　第２発光部材３２３ｂは、白鍵本体部３２１の裏面に塗布される、第１発光部材３２３
ａが吸収する電磁波とは別の波長の電磁波を吸収して発光する塗料である。第２発光部材
３２３ｂは、第１発光部材３２３ａの上に重ねて塗布されている。第２発光部材３２３ｂ
は、橙色光を吸収して第２光である赤色光を放出する。図４（ｂ）に示すように、ある一
つの白鍵３２ａの第１発光部材３２３ａは、第２記号であるアルファベットの「Ｃ」の文
字のパターンを形成するように塗布されている。なお、図４（ａ）と図４（ｂ）とに分け
て図示したが、上述のように、第１発光部材３２３ａと第２発光部材３２３ｂとは重ねて
塗布されている。
【００２４】
　図３に戻り、光源部３３は、第１発光部材３２３ａ及び第２発光部材３２３ｂを発光さ
せる電磁波を放射する光源である。図３に示すように、光源部３３は、鍵盤台３１に配置
される。光源部３３は、第１光源３３ａと、第２光源３３ｂと、を備える。
【００２５】
　第１光源３３ａは、第１発光部材３２３ａに吸収される紫外線を放射する光源である。
第１光源３３ａはＬＥＤ（Light Emitting Diode）、ブラックライトを含むが、これに限
られるものではない。
【００２６】
　第２光源３３ｂは、第２発光部材３２３ｂに吸収される橙色光を放射する光源である。
第２光源３３ｂはＬＥＤを含むが、これに限られるものではない。
【００２７】
　図５は、電子楽器１の上面図である。図５に示すように、第１光源３３ａと第２光源３
３ｂとは、複数の白鍵３２ａ及び黒鍵３２ｂにそれぞれ配置される。
【００２８】
　図３に戻り、第１発光部材３２３ａは、第１光源３３ａから放射される紫外線を吸収し
て第１変換効率で発光する。第２発光部材３２３ｂは、第２光源３３ｂから放射される橙
色光を吸収して第２変換効率で発光する。第２変換効率は、第１変換効率より高い。
【００２９】
　第２発光部材３２３ｂの発光による赤色光は、一部が第１発光部材３２３ａに吸収され
るため、第１発光部材３２３ａの発光による青色光よりも表示部３２２の表面に到達しに
くい。しかし、第２変換効率が第１変換効率より高いため、第２発光部材３２３ｂはユー
ザが第２記号を認識できる程度に十分に発光し、赤色光を表示部３２２に到達させること
ができる。
【００３０】
　制御部６が電子楽器１の表示部３２２に記号を表示させる表示処理について説明する。
【００３１】
　入力部４には、第１記号表示モードと第２記号表示モードとを選択するスイッチが含ま
れる。ユーザが第１記号表示モードを選択すると、入力部４は、第１記号表示モードが選
択されたことを示す信号を制御部６に送信する。
【００３２】
　制御部６は、第１記号表示モードが選択されたことを示す信号を受信すると、第１光源
３３ａを発光させる第１発光信号を鍵盤部３に送信する。
【００３３】
　鍵盤部３は、第１発光信号を受信すると、第１光源３３ａを発光させる。第１光源３３
ａが発光すると、第１発光部材３２３ａが第１光源３３ａから放射された紫外線を受けて
青色光を発する。
【００３４】
　第１発光部材３２３ａが発した青色光が白鍵本体部３２１を透過し、表示部３２２に第
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１記号である青色の「ド」が表示される。
【００３５】
　ユーザが第２記号表示モードを選択すると、入力部４は、第２記号表示モードが選択さ
れたことを示す信号を制御部６に送信する。
【００３６】
　制御部６は、第２記号表示モードが選択されたことを示す信号を受信すると、第２光源
３３ｂを発光させる第２発光信号を鍵盤部３に送信する。
【００３７】
　鍵盤部３は、第２発光信号を受信すると、第２光源３３ｂを発光させる。第２光源３３
ｂが発光すると、第２発光部材３２３ｂが第２光源３３ｂから放射された橙色光を受けて
赤色光を発する。
【００３８】
　第２発光部材３２３ｂが発した赤色光が白鍵本体部３２１を透過し、表示部３２２に第
２記号である赤色の「Ｃ」が表示される。このとき、第２光源３３ｂが発した橙色光が白
鍵本体部３２１を透過し、白鍵本体部３２１の全体が橙色に光る。
【００３９】
　第１記号表示モード及び第２記号表示モードのいずれも選択されていない場合は、制御
部６は第１発光信号も第２発光信号も送信せず、第１光源３３ａ及び第２光源３３ｂはい
ずれも発光しないため、第１記号も第２記号も表示されない。
【００４０】
　以上のような構成を備えることで、実施の形態１に係る電子楽器１は、鍵盤における一
つの鍵に、設定されたモードによって異なる記号を表示させることができる。
【００４１】
　実施の形態１の第１発光部材３２３ａのように人に見えない電磁波を吸収して発光する
塗料を用いることで、記号のみが発光する、ユーザが視認しやすい記号の表示を実現でき
る。
【００４２】
　電子楽器において、鍵を発光させることでユーザに押鍵すべき鍵を指示し、演奏を指導
することが行われている。第２発光部材３２３ｂのように可視光を吸収して発光する塗料
を用いることで、鍵の発光を実現しつつ、記号も発光させて鍵盤に表示させることができ
る。
【００４３】
　第１発光部材３２３ａのように人に見えない電磁波を吸収して発光する塗料を用い、か
つ可視光を発する他の光源を用いることで、鍵の発光と独立に記号を発光させて鍵盤に表
示させることができる。
【００４４】
（実施の形態２）
　実施の形態２に係る電子楽器１について、図面を参照して説明する。
【００４５】
　実施の形態２の鍵盤部３は、第３光源３３ｃを備える。白鍵３２ａは、第３発光部材３
２３ｃを含む。
【００４６】
　第３発光部材３２３ｃは、白鍵本体部３２１の裏面に塗布される、電磁波を吸収して発
光する塗料である。第３発光部材３２３ｃは第１発光部材３２３ａが吸収するものとは異
なる波長の紫外線を吸収して第３光である緑色光を放出する。図６は白鍵３２ａの上面図
である。図６に示すように、ある一つの白鍵３２ａの第３発光部材３２３ｃは、第３記号
である平仮名の「あ」の文字のパターンを形成するように塗布されている。
【００４７】
　第３光源３３ｃは、第３発光部材３２３ｃに吸収される紫外線を放射する光源である。
第３光源３３ｃはＬＥＤ、ブラックライトを含むが、これに限られるものではない。
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【００４８】
　入力部４は、発音モードと文字入力モードとを選択するスイッチを含む。ユーザによっ
て発音モードが選択されると、入力部４は、発音モードが選択されたことを示す入力信号
を制御部６に送信する。制御部６は、発音モードが選択されたことを示す入力信号を受信
すると、実施の形態１と同様に発音指示受付処理を実行する。
【００４９】
　文字入力モードが選択されたことを示す入力信号を受信すると、制御部６は、鍵盤部３
から鍵３２が押鍵されたことを示す押鍵信号を受信し、受信した押鍵信号を文字の入力指
示として受け付ける文字入力受付処理を実行する。
【００５０】
　文字入力モードが選択されたことを示す入力信号を受信すると、制御部６は、第３光源
３３ｃを発光させる第３発光信号を鍵盤部３に送信する。
【００５１】
　鍵盤部３は、第３発光信号を受信すると、第３光源３３ｃを発光させる。第３光源３３
ｃが発光すると、第３発光部材３２３ｃが第１光源３３ｄから放射された紫外線を受けて
緑色光を発する。
【００５２】
　図７（ａ），（ｂ），（ｃ）は、鍵盤部３の上面図である。図７（ａ），（ｂ），（ｃ
）は、それぞれ第１記号、第２記号、第３記号が表示された鍵盤部３を示す。図７（ａ）
及び図７（ｂ）に示すように、第１記号及び第２記号はその鍵が押鍵されると発音される
楽音を示しており、ユーザが演奏する際の目安になる。図７（ｃ）に示すように、第３記
号は鍵３２に「あいうえお」の文字を表示する。鍵３２に表示された第３記号は、その鍵
３２を押鍵すると入力される文字を示しており、ユーザが文字を入力する際の目安になる
。
【００５３】
　以上のような構成を備えることで、実施の形態２に係る電子楽器１は、実施の形態１に
係る電子楽器１が奏する効果と同様の効果に加えて、鍵盤を介してユーザからの文字入力
を受け付けることができる。文字入力を受け付ける文字入力モードにおいては、ユーザが
文字を入力する際の目安になる記号を鍵盤に表示することで、ユーザの文字入力を容易に
することができる。
【００５４】
（実施の形態３）
　実施の形態３に係る電子楽器１について、図面を参照して説明する。
【００５５】
　図８は、白鍵３２ａの断面図である。図８に示すように、実施の形態３の白鍵３２ａは
、紫外線遮断部材３２４を備える。
【００５６】
　紫外線遮断部材３２４は、紫外線を透過しない被膜である。紫外線遮断部材３２４は、
白鍵３２ａの両側面及び裏面に配置されている。第１発光部材３２３ａは、白鍵３２ａの
裏面に配置された紫外線遮断部材３２４に重ねて塗布されている。紫外線遮断部材３２４
は、塗料、フィルム、シールを含むが、これに限られるものではない。
【００５７】
　紫外線遮断部材３２４は、第１光源３３ａが放射した紫外線が白鍵３２ａの外部に漏れ
ることを防ぐとともに、白鍵３２ａの外部からの紫外線が白鍵３２ａの内部に浸透して第
１発光部材３２３ａを発光させることを防ぐ。
【００５８】
　以上のような構成を備えることで、実施の形態３に係る電子楽器１は、実施の形態１に
係る電子楽器１が奏する効果と同様の効果に加えて、紫外線が鍵盤の外に漏れてユーザに
影響を与えることを防ぐことが可能になる。また、照明光又は太陽光に含まれる紫外線に
よってユーザの意図しない記号が表示されてしまうことを防ぐことが可能になる。
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【００５９】
（実施の形態４）
　実施の形態４に係る電子楽器１について、図面を参照して説明する。
【００６０】
　図９は、白鍵３２ａの斜視図である。図９に示すように、実施の形態４の白鍵３２ａは
、反射部材３２５と、突板３２６と、を備える。
【００６１】
　反射部材３２５は、電磁波を反射する反射板である。反射部材３２５は、白鍵本体部３
２１の両側面に、反射面を白鍵３２ａの内部へ向けて配置されている。反射部材３２５は
、両面テープ又は接着剤で白鍵３２ａに貼付される。紫外線遮断部材３２４は、金属板、
フィルム、シールを含むが、これに限られるものではない。
【００６２】
　突板３２６は、白鍵３２ａを装飾する板である。突板３２６は、白鍵３２１本体部の側
面に、反射部材３２５に重ねて配置されている。突板３２６は、両面テープ又は接着剤で
反射部材３２５に貼付される。突板３２６の外観は白鍵３２ａ又は黒鍵３２ｂと同色又は
木目であるが、これに限られるものではない。
【００６３】
　以上のような構成を備えることで、実施の形態３に係る電子楽器１は、実施の形態１に
係る電子楽器１が奏する効果と同様の効果に加えて、光源部３３が放出した電磁波が隣の
鍵３２に到達して第１発光部材３２３ａ又は第２発光部材３２３ｂを発光させ、ユーザの
意図しない記号が表示されてしまうことを防ぐことが可能になる。また、光源部３３が放
出した電磁波を反射して第１発光部材３２３ａ及び第２発光部材３２３ｂに到達させ、放
射光の利用効率を上げることが可能になる。
【００６４】
　突板３２６を備えることで、鍵３２が押鍵された際に鍵３２の内部構造や反射部材３２
５がユーザの目に触れることを防ぎ、突板３２６自体の外観をユーザに見せることが可能
になる。
【００６５】
（実施の形態５）
　実施の形態５に係る電子楽器１について、図面を参照して説明する。
【００６６】
　図１０は、鍵盤部３の断面図である。図１０に示すように、実施の形態２の鍵盤部３は
、第１光源３３ｄと第２光源３３ｅとを備える。
【００６７】
　第１光源３３ｄは、第１発光部材３２３ａに吸収される紫外線を放射する光源である。
第１光源３３ｄはブラックライトを含むが、これに限られるものではない。
【００６８】
　第２光源３３ｅは、第２発光部材３２３ｂに吸収される橙色光を放射する光源である。
第２光源３３ｅは冷陰極管、蛍光灯を含むが、これに限られるものではない。
【００６９】
　図１１は、電子楽器１の上面図である。図１１に示すように、第１光源３３ｄと第２光
源３３ｅとは、鍵盤部３全体に延びるように複数の鍵３２にまたがって配置されている。
【００７０】
　以上のような構成を備えることで、実施の形態５に係る電子楽器１は、実施の形態１に
係る電子楽器１が奏する効果と同様の効果に加えて、光源の数を削減することができ、コ
ストを低減することが可能になる。
【００７１】
　（変形例）
　以上に本発明のいくつかの実施の形態について説明したが、これらの実施の形態は一例
であり、本発明の適用範囲はこれに限られない。すなわち、本発明の実施の形態は種々の
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応用が可能であり、あらゆる実施の形態が本発明の範囲に含まれる。
【００７２】
　第１光源３３ａは第１発光部材３２３ａに吸収される紫外線を放射し、第２光源３３ｂ
は第２発光部材３２３ｂに吸収される橙色光を放射するとしたが、これに限られるもので
はない。第１光源３３ａは第１発光部材３２３ａに吸収される紫外線を含み、第２発光部
材３２３ｂに吸収される橙色光を含まなければ、単色光でないものを含むどのような電磁
波を放射しても良い。同様に、第２光源３３ｂは第２発光部材３２３ｂに吸収される橙色
光を含み、第１発光部材３２３ａに吸収される紫外線を含まなければ、単色光でないもの
を含むどのような電磁波を放射しても良い。第３光源３３ｃ、第３発光部材３２３ｃにつ
いても同様である。
【００７３】
　第１発光部材３２３ａは紫外線を吸収して青色光を放出するとしたが、これに限られる
ものではない。第１発光部材３２３ａは紫外線以外の電磁波を吸収しても良いし、青色光
以外の光を放出しても良い。吸収する電磁波と放出する光の波長の組み合わせは任意であ
る。第２発光部材３２３ｂ、第３発光部材３２３ｃについても同様である。
【００７４】
　表示部３２２は、第１記号として鍵３２に「ド」「レ」「ミ」と表示するものであると
したが、これに限られるものではない。表示部３２２は、第１記号として任意の文字、記
号、模様、絵を表示することができる。第２記号、第３記号についても同様である。
【００７５】
　実施の形態２において、制御部６が押鍵信号を文字の入力指示として受け付ける文字入
力受付処理を実行するとしたが、これに限られるものではない。制御部６は押鍵信号を文
字だけでなく任意の記号、音の入力指示として受け付けることができる。
【００７６】
　なお、本発明に係る機能を実現するための構成を予め備えた電子楽器として提供できる
ことはもとより、プログラムの適用により、既存の情報処理装置等を、本発明に係る電子
楽器として機能させることもできる。すなわち、実施の形態１から実施の形態５及び変形
例で例示した電子楽器１による機能を実現させるためのプログラムを、既存の情報処理装
置等を制御するＣＰＵ等が実行できるように適用することで、本発明に係る電子楽器１と
して機能させることができる。また、本発明に係る制御方法は、電子楽器を用いて実施で
きる。
【００７７】
　また、このようなプログラムの適用方法は任意である。プログラムを、例えば、フレキ
シブルディスク、ＣＤ（Compact Disc）－ＲＯＭ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）－
ＲＯＭ、メモリカード等のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体に格納して適用できる。
さらに、プログラムを搬送波に重畳し、インターネットなどの通信媒体を介して適用する
こともできる。例えば、通信ネットワーク上の掲示板（ＢＢＳ：Bulletin Board System
）にプログラムを掲示して配信しても良い。そして、このプログラムを起動し、ＯＳ（Op
erating System）の制御下で、他のアプリケーションプログラムと同様に実行することに
より、上記の処理を実行できるように構成しても良い。
【００７８】
　以上、本発明の好ましい実施の形態について説明したが、本発明は係る特定の実施の形
態に限定されるものではなく、本発明には、特許請求の範囲に記載された発明とその均等
の範囲とが含まれる。以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記
する。
【００７９】
（付記１）
　設定された楽音発音モードにしたがって、白鍵及び黒鍵を含む複数の鍵に対する押鍵操
作に応じた楽音の発音指示を受け付ける発音指示受付処理と、
　前記鍵の表示部に対して、第１記号表示モードが設定されている場合に第１記号を表示
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させ、第２記号表示モードが設定されている場合に前記第１記号とは異なる第２記号を表
示させる表示処理と、
　を実行する制御部を備えることを特徴とする電子楽器。
【００８０】
（付記２）
　前記鍵は、第１波長の光を吸収して第１光を発する第１発光部材が前記第１記号のパタ
ーンで、前記第１波長と異なる第２波長の光を吸収して前記第１光と異なる第２光を発す
る第２発光部材が前記第２記号のパターンで内側に配置され、
　前記第１波長を含み且つ前記第２波長を含まない光及び前記第２波長を含み且つ前記第
１波長を含まない光を前記鍵に対してそれぞれ照射する光源部を備え、
　前記制御部は、前記光源部が前記第１波長を含み且つ前記第２波長を含まない光及び前
記第２波長を含み且つ前記第１波長を含まない光の少なくとも一方を照射するよう前記光
源部を制御する付記１に記載の電子楽器。
【００８１】
（付記３）
　前記第１発光部材と前記第２発光部材はそれぞれ重ねて配置され、
　前記光源部が前記第１波長を含み且つ前記第２波長を含まない光を照射することにより
、前記表示部に前記第１記号のパターンが表示され、
　前記光源部が前記第２波長を含み且つ前記第１波長を含まない光を照射することにより
、前記表示部に前記第２記号のパターンが、前記表示部の同一領域に表示される付記２に
記載の電子楽器。
【００８２】
（付記４）
　前記鍵は、内部かつ前記第１発光部材又は前記第２発光部材の外側に、外部からの紫外
線を遮断する紫外線遮断部材を備えることを特徴とする付記２又は３に記載の電子楽器。
【００８３】
（付記５）
　前記第１発光部材が前記第１波長の光を受けて前記第１光を発する第１変換効率が、前
記第２発光部材が前記第２波長の光を受けて前記第２光を発する第２変換効率より高い場
合に、前記第１発光部材が前記第２発光部材の下側に配置され、
　前記第２変換効率が前記第１変換効率より高い場合に、前記第２発光部材が前記第１発
光部材の下側に配置されることを特徴とする付記２から４のいずれか一つに記載の電子楽
器。
【００８４】
（付記６）
　設定された楽音発音モードにしたがって、白鍵及び黒鍵を含む複数の鍵に対する押鍵操
作に応じた楽音の発音指示を受け付け、
　前記鍵の表示部に対して、第１記号表示モードが設定されている場合に第１記号を表示
させ、第２記号表示モードが設定されている場合に前記第１記号とは異なる第２記号を表
示させる、
　ことを特徴とする方法。
【００８５】
（付記７）
　コンピュータに、
　設定された楽音発音モードにしたがって、白鍵及び黒鍵を含む複数の鍵に対する押鍵操
作に応じた楽音の発音指示を受け付ける発音指示受付処理と、
　前記鍵の表示部に対して、第１記号表示モードが設定されている場合に第１記号を表示
させ、第２記号表示モードが設定されている場合に前記第１記号とは異なる第２記号を表
示させる表示処理と、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
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【符号の説明】
【００８６】
１…電子楽器、２…筐体、３…鍵盤部、４…入力部、５…発音部、６…制御部、３１…鍵
盤台、３２…鍵、３２ａ…白鍵、３２ｂ…黒鍵、３３…光源部、３３ａ，３３ｄ…第１光
源、３３ｂ，３３ｅ…第２光源、３３ｃ…第３光源、３２１…白鍵本体部、３２２…表示
部、３２３ａ…第１発光部材、３２３ｂ…第２発光部材、３２３ｃ…第３発光部材、３２
４…紫外線遮断部材、３２５…反射部材、３２６…突板。
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